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抄　　録
　目的：COVID-19感染拡大により地域住民の生活や健康行動に生じた影響、保健師の活動への影響、平

常時から充実すべき保健師の活動について明らかにする。

　方法：Ａ市保健師7名にフォーカス・グループ・インタビューを行い、質的帰納的に分析した。

　結果：地域住民の生活や健康行動に生じた影響では【仲間・支援者との交流が少ない生活が習慣化す

る】【社会資源が利用できないところを家族が担う】等、保健師の活動に生じた影響では【踏み込んだ話

ができるまで関係を深められない】【継続的な支援、健康課題の改善が困難になる】等、平常時から充実

すべき保健師の活動では【地域のつながり・支え合う関係づくりを強化する】【思いやりのある次世代を

育てる】等のカテゴリーが生成された。

　考察：健康課題の根底には関係の希化があり、平常時から保健師と住民、住民同士が関係を深め、ソー

シャルキャピタルの醸成を図ることが非常時の住民の健康を支えると考える。

Abstract
	 Purpose: This study aimed to clarify the impacts of COVID-19 infection on the lifestyles and healthy 

behaviors of community-dwelling people and the activities of public health nurses (PHNs), and to identify 

the activities of PHNs that should be enhanced in normal situations.

	 Methods: Data were collected through focus group interviews with seven PHNs in X city and analyzed 

qualitatively and inductively.

	 Results: COVID-19 impacted communities in several ways, as follows: (1) peoples’ lifestyles and 

healthy behaviors — living a life with little interaction with friends and supporters became the norm, 

as family members took over because social resources were unavailable, etc.; and (2) impact on PHNs’ 

activities — relationships could not be strengthened, and continuous support and improving health 

issues became difficult, etc. (3) The activities of PHNs that should be enhanced in normal situations 

include: strengthening community ties, nurturing the next generation of compassionate people, etc.

	 Discussion: Because the weakening of human relationships can lead to various health problems, 

we believe that fostering social capital and strengthening relationships between PHNs and community-

dwelling people and between such people in normal times will support the health of people in the 

community during times of crisis.
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Ⅰ．緒　　言

　日本における新型コロナウイルス感染症（以

下、COVID-19とする）は、2020年1月に国

内で最初の感染者が報告され（国立感染症研究

所，2020）、感染流行地では幾度となく緊急事

態宣言やまん延防止等重点措置が発出された。

市区町村の保健部門では、第3波までの期間に、

他部署からの人員の移動やリモート会議の実施

などの体制整備（鳩野　他，2022）、保健事業の

内容や回数を減らすことによる事業継続、重点

活動のための他の事業の整理などに対応し（関

山，2021）、保健事業の中止か継続か、実施方

法を変えるか（尾島　他，2021）、優先すべき保

健事業は何か、などの判断を迫られた。第3波

までに住民が受けた影響として、子育てにおい

ては、心理的苦痛を感じる母親の増加（木村　他，

2022）、家庭外の支援を受けることへの抵抗感、

育児支援中止による不安と落胆、母親同士のつ

ながりの減少 （近澤　他， 2021；米澤　他， 2022）

が報告され、成人期の人々では、がん検診の受

診率の低下 （松本　他， 2021；小林　他， 2022）、

高齢者では、趣味や楽しみの機会の減少、身体

活動の減少、社会活動が実施できないといった

生活上の困りごと （市戸　他， 2021） が報告され

ている。第3波という比較的早期でのCOVID- 

19感染拡大防止による地域住民への影響や保健

事業への影響については、アンケート調査を中

心に、いくつかの文献が明らかにしている。し

かし、第3波後の感染拡大防止策による影響を

報告したものは少なく、地域住民の生活や健康

行動への影響、保健師の活動への影響を詳細に

報告したものは少ない。COVID-19感染拡大と

いう未曽有の出来事を経験した今、感染防止対

策の渦中での出来事を知り、今後の有事に活か

すとともに、今後起こりうる有事に備えて平常

時から充実すべき保健師の活動（以下、平常時

から充実すべき保健師の活動）を検討すること

が必要である。

　そこで本研究は、 1つの市を取り上げ、 COVID- 

19感染拡大により地域住民の生活や健康行動に

生じた影響、保健師の活動に生じた影響、そし

て平常時から充実すべき保健師の活動について、

COVID-19感染拡大防止策の中で保健活動を

行った保健師の経験に基づく語りから明らかに

する。本研究では、1つの自治体を取り上げる

ことにより、住民、家族との相互作用を含めた

保健師の詳細な経験を理解する。

Ⅱ．研究方法

１．研究参加者

　研究参加者はＡ市の保健師であり、COVID- 

19感染拡大前（2020年1月以前）から調査時

である2022年9月まで、 Ａ市に所属している者

とした。Ａ市を選んだ理由は、著者が、Ａ市の

保健事業の名称（〇〇教室など）、内容や実際の

様子をよく知っており、インタビューにおいて

保健師の語りをイメージしながら聴くことがで

きると考えたためである。まず保健師が所属す

る部署の長に研究概要を説明し、研究協力の承

諾を得た。その後、部署の長より該当者に研究

についての文書を配布してもらい、自由意思に

より研究参加者を募り、研究参加に同意が得ら

れた者を研究参加者とした。

２．Ａ市の紹介

　Ａ市は人口約3万人であり、物流、エネルギー

基地としての基盤が整った自然に恵まれた市で

ある。平成16年に2町が合併してＡ市となった。

保健センターは1ヶ所であり、常勤保健師は15

名程度である。調査時期である2022年（令和4

年10月1日） の人口構成は、 年少人口割合11.4 

%、生産年齢人口割合56.2%、老年人口割合

32.4%であった。出生数は約170人、合計特殊

出生率は1.44（平成30年〜令和4年）であり、

全国平均よりも高い。特定健康診査受診率（国

民健康保険加入者）は39.9%と全国平均よりも

高く、要介護認定の割合（第1号被保険者に占

める認定者（第1号・第2号被保険者総数））は

12.6%であり、全国平均よりも低い。市内には

総合病院1施設、診療所11箇所があり、二次医

療圏における中核病院までの距離は自家用車で

40分程である。

３．データ収集方法

　フォーカス・グループ・インタビューにより

データを収集した。保健師達はCOVID-19への

対応に追われ、日々の出来事を振り返る機会は

持ちにくかったと推察された。そこで、個人だ

けでは思い出せない出来事や経験を相手の語り

により想起でき、相互作用によって思い出して

語ることができるフォーカス・グループ・イン

タビュー（Flick, 2006）を用いることとし、グ



	 新型コロナウイルス感染症による地域住民の生活や健康行動，保健師の活動への影響：質的記述的研究	 37

日本看護医療学会雑誌　J. Jpn. Soc. Nurs. Health Care, Vol. 27, No. 2, 2025

ループは同じ保健事業に携わる担当業務ごとと

した。インタビュー内容は許可を得てICレコー

ダーに録音し、逐語録を作成した。インタビュー

ガイドは、①研究参加者の属性（所属、担当業

務、経験年数等）②COVID-19感染拡大防止策

により地域住民の生活や健康行動に生じた影響、

③保健師の活動に生じた影響（活動の変更や修

正の状況等）、④COVID-19感染拡大を経て、 平

常時から充実すべき保健師の活動等、であった。

４．分析方法

　逐語録から、保健師が感じたCOVID-19感染

拡大防止策により「地域住民の生活や健康行動

に生じた影響」「保健師の活動に生じた影響」と

COVID-19感染拡大を経て「平常時から充実す

べき保健師の活動」 について、 意味内容のまとま

りを意識して抽出した。次に、具体的なテクス

ト（インタビューの逐語録や参与観察のフィー

ルドノーツなど）を抽象的な概念のかたちに置

き換えていくオープン・コーディング（日高，

2019）を行った。オープン・コーディングは、

木下（2003, 2020）が考案した分析ワークシー

トを活用した。分析ワークシートでは、オープ

ン・コーディングにおける具体的出来事や内容

のコーディング（具体的／実質的コーディング）

と抽象的な意味を抽出していくコーディング

（理論的コーディング）を一体として概念生成を

行う（木下，2020）。データへの密着度を維持

しながら具体的出来事と抽象的な意味を相互に

探索でき、さらに分析における作業や思考プロ

セスが明示され分析者間で共有できることから、

この分析ワークシートを活用した。分析ワーク

シートでは、類似する語りをヴァリエーション

欄に記載し、ヴァリエーション欄に記載された

語りの解釈を定義として記述し、そして定義を

包含する表現で概念名をつけた。また採用しな

かった解釈、ヴァリエーション・定義・概念名

の変更、他の概念との類似性の考察は、理論的

メモ欄に記載した。分析ワークシートにより生

成された概念は、個々の概念の説明力、説明範

囲は様々であり、ある概念は限定された範囲だ

けに有効であったり他の概念は包括的な説明力

を持っていたりし、後にカテゴリーになりうる

ものが混在する可能性が高い（木下，2003）。

本研究では、分析ワークシートにより概念を生

成し、概念間の類似性や抽出度を検討してカテ

ゴリーを生成した。複数の概念のまとまりとな

る場合は、概念のまとまりでカテゴリーを生成

し、1つの概念で包括的な説明力を持つものは

概念をカテゴリーとした。分析では、第一著者

と第二著者それぞれが逐語録を読み、第一著者

が作成した分析ワークシートを第二著者が確認

し、意見の相違点について合意を得て完成とし

た。その後、第一著者と第二著者で話し合いな

がらカテゴリーの生成を行った。

　分析の厳密性を高めるために以下3点を行っ

た。1点目は、2名以上の研究者が、1つのデー

タセットを分析し解釈する調査者のトライアン

ギュレーション（Polit et al., 2004）、2点目は、

浮かび上がったデータと解釈について、研究参

加者にフィードバックをし、参加者の反応を得

るメンバーチェッキング（Polit et al., 2004）

である。3点目は、外部の人間による妥当性を

検証するピア・デブリーフィング（Polit et al., 

2004）であり、本研究では、同じ市において保

健事業を行う者として、研究参加者以外のＡ市

の保健師に意見を求めた。メンバーチェキング

とピア・デブリーフィングでは、分析結果を伝

えて意見を求めたところ概ね同意が得られ、意

見・感想を踏まえて分析内容を微修正した。

５．倫理的配慮

　研究について文書を用いて口頭で説明し、同

意書への署名をもって研究参加の同意を得た。

インタビューは、業務や日常生活に負担がない

時間帯に、プライバシーが守られる場所にて実

施した。浜松医科大学生命科学・医学系研究倫

理委員会の承認を得た（研究番号22-049，

2022年8月19日承認）。

Ⅲ．研究結果

１．研究参加者・インタビューの概要

　研究参加者は7名であり、母子保健担当2名、

成人保健担当1名、高齢保健担当4名であった

（表１）。インタビューは、2022年（令和4年）

9月（第7波収束頃）、Ａ市役所内会議室にて、

母子保健グループ2名、成人・高齢者保健グルー

プ5名に分けて実施した。インタビュー時間は

それぞれ約60分であった。メンバーチェッキン

グ、ピア・デブリーフィングは同時に行い、10

名（研究参加者4名、研究参加者以外の保健師

6名）が参加した。
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２．保健師が語るCOVID-19による影響

　カテゴリーを【　】、概念を＜　＞、語りの意

味がわかるよう補った言葉を（　）で記す。な

おインタビューにて、複数の保健師がことばを

重ねながら語った語りは、インタビューでのや

り取り、と記載して提示する。

1）	 地域住民の生活や健康行動に生じた影響
【仲間・支援者との交流が少ない生活が習慣化 

する】

　これは、日常的であった交流が減少し、その

生活が長引くことで、親しい人、同じ経験を有

する人、支援者と関わる機会が少ない生活が習

慣化していくという影響である。

＜今まで関係を築いてきた人と突然会えなくなる＞

Eさん（高齢者）：元年度 （2020年度） の3

月で全ての教室を一気に休むってしたの

で、元年度のサロン（認知症予防教室）も

最後の1回2回が中止になってしまって、

終わり（終了となった）。中止にならなけ

れば、そこからOB会（フォローアップ教

室）っていう2週に1回の教室を、4月か

らスタートする予定だった。（中略）（参加

表１　研究参加者の概要

研究参加者 
（保健師）

経験年数
COVID-19 

対応時の担当部署

Ａさん 27年 母子保健　

Ｂさん 24年 母子保健　

Ｃさん 24年 成人保健　

Ｄさん 28年 高齢者保健

Ｅさん 10年 高齢者保健

Ｆさん 13年 高齢者保健

Ｇさん 05年 高齢者保健

表２	地域住民の生活や健康行動に生じた影響、保健師の活動に生じた影響、平常時から
充実すべき保健師の活動

地域住民の生活や健康行動に生じた影響

　　【仲間・支援者との交流が少ない生活が習慣化する】

＜今まで関係を築いてきた人と突然会えなくなる＞
＜仲間・支援者と会わない生活が習慣になる＞ 
＜個人や親子という個の単位になり健康・生活上の課題に気づく機会が減る＞

　　【健康・生活上の課題への予防・改善効果が発揮されない】

＜親子の関わりを深めにくい＞
＜健康・生活上の課題の改善が後回しになる＞

　　【社会資源が利用できないところを家族が担う】

保健師の活動に生じた影響

　　【踏み込んだ話ができるまで関係を深められない】

＜相手と会う機会が限られ五感を通した理解が困難になる＞
＜込み入った相談ができる関係を築きにくい＞
＜支援者との関係に濃淡が生じる＞

　　【予防効果を高められない】

　　【継続的な支援，健康課題の改善が困難になる】

＜状況悪化を防ぐ関わりが充分にできない＞
＜相手の心境の変化に合わせた支援ができない＞
＜新しい方法による関係機関・住民との連携・協働がスムーズにできない＞

平常時から充実すべき保健師の活動

　　【住民との信頼関係を深める】

＜その場に居て話すことを重視する＞　
＜なんでも話せる相談相手になる＞

　　【地域のつながり・支え合う関係づくりを強化する】

＜地域に根付いた活動に注目して自助・互助を育てる＞
＜支援者を含めた人間関係の輪をつくる＞

　　【思いやりのある次世代を育てる】

　　【信頼関係を基盤とした上での新たな方法を導入する】
*【　　】はカテゴリー，＜　　＞は概念を表す
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者に）毎週会っていた仲間と急に切られた

という思いを多分させてしまっただろう

なって。

＜仲間・支援者と会わない生活が習慣になる＞

インタビューでのやり取り

Fさん（高齢者）：半年以上、a教室（介護予

防教室）休んだんで、人によっては（再開

を）すごい楽しみにしてたって人もいれば、

もう出るのが億劫になった人もいて。（中

略）再開を楽しみに頑張れる人もいるけど、

習慣として行ってたのが、半年行かないと

なると。

Eさん：（高齢者）：（外出しないことが）新し

い習慣になっちゃいますね。

＜個人や親子という個の単位になり健康・生活

上の課題に気づく機会が減る＞

Bさん（母子）：（子育て支援センターが休館

だったため、これまでならば利用していた

親子も行かなくなって他の親子や子どもに

会わなくなった）他の子（の様子）を知ら

ないから、別にうちの子心配してないとか、

そういうお母さんも出てきてるなっていう

のは感じてます。

【健康・生活上の課題への予防・改善効果が発揮

されない】

　これは、交流の制限により、健康・生活上の

課題に対する予防効果が発揮されにくくなると

いう影響である。

＜親子の関わりを深めにくい＞

Aさん（母子）：子どもとの遊び方がわからな

いっていうお母さんがここ最近グッと増え

て。（中略）（子どもとの遊び方を伝える教

室が、COVID-19感染拡大防止策により休

止になった。）（子どもとの）関わりが薄い

人が、コロナもあって、余計に増えた感じ

はあるかなって思います。

＜健康・生活上の課題の改善が後回しになる＞

Cさん（成人）：（多くの健診・検診は感染症

対策をとった上で通常通りに実施できた

が）保健指導も時間を短くするとか、離れ

るとか、玄関先でやるとかして。（中略）

でも、相手から断れることもありました。

来ないでくれ、やめてくれ、今は行きたく

ないとか。（中略）その結果が（今後）ど

うなるかなって（心配している）。

Dさん（高齢者）：窓口に来てデイに行きたい

んだって言っても、ごめんなさい、今、デ

イのほうが受け入れをしてくれないんです

よって言って、待ってもらったこともあり

ました。

【社会資源が利用できないところを家族が担う】

　これは、社会資源により支えられていた生活

の一部を緊急対応として家族が担うことになる

という影響である。

Dさん（高齢者）：（事業所が休止となりホー

ムヘルパーが来られなくなって）買い物の

支援、お掃除支援、お話相手の支援だった

りとか、そういうのが。定期的に週1回と

か（サービスが）入っている人もいたんで

す。でもそれがプツンと切れたんです。な

ので、買い物に行ってくれる人がいないっ

てなると、家族を頼るしかないので。（家

族が週1回買い物に行くことになった。）

2）	 保健師の活動に生じた影響
【踏み込んだ話ができるまで関係を深められない】

　これは、その場を共有し、顔を合わせたやり

とりができないことで、プライベートな内容や

言いにくいことを話題にできるまで関係を深め

られないという影響である。

＜相手と会う機会が限られ五感を通した理解が

困難になる＞

Bさん（母子）：健診の中で集団で活動する機

会がなくなって、今までそこで子どもの動

きとか、いろんな観察をしてたんですけど、

それができなくなってしまった。

＜込み入った相談ができる関係を築きにくい＞

Eさん（高齢者）：（新しく担当することになっ

た相手に対面ではなく）電話での「初めま

して」ばっかりで。顔が見えない中で、生

活いかがですか？って聞くのは私自身も

ちょっと抵抗があったし。（地域）包括支

援センターはすごいプライベートなこと

いっぱい聞くんですよね。（中略）影響が

あったんじゃないかなと思います。相談し

たいことを、ちゃんと（相談）してもらえ

ていたのだろうかって思うことは、今振り

返るとあります。

＜支援者との関係に濃淡が生じる＞

Bさん（母子）：（子育ての負担を）言ってく

れる方は（いないわけではなく）、すごい
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イライラするって、一日中ずっと一緒にい

ないといけないし、外に出られないしとか、

こちらに思いをぶつけてくれる方もいるん

ですけど、（相談する人としない人とで）

結構、両極端なのかな。（中略）意外と療

育教室に来るお母さん方は、だんだんこう

私たちと打ち解けてくるとそこらへん（子

育ての負担）は、ばんばん言ってくれる。

【予防効果を高められない】

　これは、肌と肌が触れ合う距離で行う活動の

制限など、予防のための効果を高められないと

いう影響である。

Gさん（高齢者）：人と触れ合うっていう、肌

が温かいとか、そういうのも認知症の予防

に効果があるということで（これまでは取

り入れてきたが）、触れるっていうのがコ

ロナの中で接触だし密にもなるし、よくな

いってことで、触れないでできるレクを考

えて、レクの内容もほとんど変えてやった

りとか。

【継続的な支援、健康課題の改善が困難になる】

　これは、次の支援につながる保健事業の休止

や、活動の制限、関係機関との連携の困難さに

より、支援が途切れ途切れとなったり、健康課

題の改善につなげにくくなるという影響であ

る。

＜状況悪化を防ぐ関わりが充分にできない＞

Aさん（母子）：（令和3年度は）継続的に支

援しなきゃいけないケースがほんとに増え

て。虐待までいかないんだけど、お母さん

が育児がどうやったらいいかわからなかっ

たりとか、経済的に不安定なお家であると

か、周りに支援者がいなかったりとか。（そ

ういった場合には、）赤ちゃんの時は1週

間に1回訪問に行って、だんだん間隔を伸

ばして月に1回とかって訪問に行っていた

んですけど（それができなかった）。対象

者が困った時に傍にいて、手を差し伸べた

りとか、困っていないとしても見守ってい

かなければと思ってて。

インタビューでのやり取り

Fさん（高齢者）：もうちょっと認知機能を

アップしたいなっていう人をピックアップ

して、（例年は）4月からの教室に来ても

らって、（フォローを）引き延ばそうって

やるんですけど、（第1波では、認知症予

防教室の後のフォローアップ教室である

OB会が中止になってしまったので）それ

（OB会）を全く、1回もできなかった。（中

略）

Gさん（高齢者）：（1年後、訪問に行けるよ

うになり）サロン（認知症予防教室）に来

ていた人達、本来ならOB会に誘う人だっ

たり、卒業予定だった人全部含めて訪問に

いって。（中略）

Dさん（高齢者）：その時に思ったんだよね。

OB会にちゃんとあの時参加できてたら、

こんなに早く進まなかっただろうな、状態

悪くならなかっただろうなっていうのは。

包括（地域包括支援センター）内で話をし

てた。

＜相手の心境の変化に合わせた支援ができない＞

Bさん（母子）：（乳幼児健診や療育教室は早

期に再開したが、親子での遊び方を伝える

教室は、感染拡大防止を重視し休止となっ

た。）療育につながらなくて、それでもやっ

ぱりつなげたい（支援が必要）っていうと

きには、こっち（遊び方を伝える教室）に

きてみたらって感じで、（参加しやすい教

室で）ワンクッション置いて。で、療育教

室に通うっていう子もいたんですが、そこ

（遊びを伝える教室）もなかったので。

Dさん（高齢者）：包括（地域包括支援セン

ター）のほうは、コロナ禍であっても窓口

に（住民が）どんどん相談にいらっしゃる。

中には、お家に訪問に来て様子を見に来て

ほしいっていう方もいらっしゃったので。

まん延防止とかピリピリしているときに

は、今はごめんなさい、訪問すぐに行きた

いんだけど行けないんです。っていう説明

をして（2週間後に訪問して対応した）。

＜新しい方法による関係機関・住民との連携・

協働がスムーズにできない＞

Dさん（高齢者）：（地域包括支援センターの

会議が）オンラインでっていう話になった

んですね。私たちもオンラインに慣れてな

い。で、相手（関係機関や地域住民）もま

あ慣れていない頃っていうのは、会議が成

立せず。（すぐには）できなかったんです

ね。
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3）	 平常時から充実すべき保健師の活動
【住民との信頼関係を深める】

　これは、住民と関わる方法が制限された中で

も支援が継続できるよう、平常時から揺るぎな

い信頼関係を築いていくという活動である。

＜その場に居て話すことを重視する＞

Bさん（母子）：相手の顔とか様子を見ながら

やっていかないと、ほんとの気持ちという

か、伝わらないし、子ども達も育っていか

ないんだろうなとは思うんです。

＜なんでも話せる相談相手になる＞

Bさん（母子）：お母さんたちに信頼される、

なんでも話せる、相談できるっていう保健

師になっていかないと。それがまず基盤に

あって、いろんな活動が成り立っていくの

かなとは思うので。

【地域のつながり・支え合う関係づくりを強化する】

　これは、健康づくりを自主的に継続できる関

係を、近隣住民のあいだに構築していく活動で

ある。

＜地域に根付いた活動に注目して自助・互助を

育てる＞

インタビューでのやりとり

Fさん（高齢者）：ａ教室（介護予防教室）と

か、地域のサロン（認知症予防教室）とか

は、日頃から地域活動の一つとして、充実

しておいたほうがいいのかなって思って。

（中略）

Eさん（高齢者）：（チラシに記載した体操を

外出自粛要請の期間に）自分でやってくれ

てる人、ほんと、多かったんですよね。（中

略）地域に長く根付いている教室だったっ

ていうのもあったと思うんです。（中略）

Dさん（高齢者）：平常時から、それだけ身に

つくほどやってたってことだよね。

Eさん（高齢者）：共に助け合ってやっている

ところが、もうそれが常だった。10年ぐ

らい続けてきてくれたことで、自助ができ

るように育ってたんだなって思いますね。

そこを育てとかないといけないんですよ

ね、きっと。

＜支援者を含めた人間関係の輪をつくる＞

Fさん（高齢者）：いざというときに、お友達

もそうですけど、私たちも含めてつながり

をもっていくっていうのは、弱くなった時

には、立ち上がるきっかけになるのかなっ

ていうのは、すごい思いました。

【思いやりのある次世代を育てる】

　これは、お互いに助け合うことができる地域

づくりを目指し、相手を気づかうことができる

次世代を地域の中で育てていこうとする活動で

ある。

Aさん（母子）：親になったときにちゃんと子

どもに愛情をかけられるような。（中略）

人への思いやりっていうのは、平常時有事

に関わらず、むしろ、災害なんかが起きた

ときは、人のことを気にできるような人に

なってもらった方がいいと思うので。思い

やりが育っていく活動をできればいいか

なって思っていました。

【信頼関係を基盤とした上での新たな方法を導入

する】

　これは、対面によって築かれた信頼関係を基

盤とした上で、SNSやWeb会議システムなど新

しい方法を用いて支援を行う活動である。

インタビューでの語り

Aさん（母子）：LINEで相談とかもあるけど、

誰も相談してこない。本当に人と人との関

係（が大切）なので。

Bさん（母子）：やっぱり、気持ちというか、

相手の顔を見に行きながら、ね、顔とか様

子を見ながらやっていかないと、ほんとの

気持ちというか、そういうのも伝わらない

し、子どもたちも育っていかないんだろう

なとは思うんです。

Dさん（高齢者）：（地域包括支援センターで

は、令和2年度は会議の開催が難しかった

が、令和3年度には環境が整い、参加者も

慣れてオンラインにて会議を再開した。令

和4年度はハイブリット方法での開催と

し、民生委員なども会議に参加できるよう

にした。）だんだんそういったもの（Zoom）

にこっちも慣れてかないといけない。

Ⅳ．考　　察

１．地域住民の生活や健康行動に生じた影響

　住民への影響については、第3波までの状況

を調査したいくつかの報告がある。本研究にお

いても、これまでの報告と同様の影響が語られ

たが、特に以下については、今回、保健師が感
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じた変化の語りから明らかにされたことであっ

た。

　母子では、子どもへの関わり方がわからない、

子育て不安が高まること（佐々木　他，2022；

鈴木　他， 2021；米澤　他， 2022） は、第3波ま

での報告と同様に語られていた。これに加えて、

本研究では、【仲間・支援者との交流が少ない生

活が習慣化する】ことや、＜支援者との関係に

濃淡が生じる＞こと、【健康・生活上の課題への

予防・改善効果が発揮されない】ことが保健師

の気づきとして語られた。このことから、感染

拡大防止策の長期化により、子どもと親、家族

といった個の生活が主となり、困り事や心配事

が表出されにくくなることが示唆された。また、

個の生活が主となり子どもや子育ての問題に親

自身が気づきにくくなることで、支援の遅れや

親の孤立につながる可能性もある。親によって

支援者との関係に濃淡が生じることを考えると、

感染症対策が長期化する場合には、住民自身が

支援を必要としていない場合など、支援者との

関係が希薄になりやすい相手に意識的に関わる

ことが必要であると考える。

　高齢者では、第1波での調査である1回目の

緊急事態宣言後は、もの忘れ外来初診患者にて

フレイル状態の者の割合が高くなったこと（永

井　他，2022）、また外出自粛要請の中で高齢者

がウォーキングやストレッチなどの健康行動を

心がけていたことが報告されている（市戸　他，

2021）。本研究においても、これらは同様に語

られていた。これに加え、本研究では、＜地域

に根付いた活動に注目して自助・互助を育てる＞

として語られたように、保健師は、近隣住民同

士や保健師とのこれまでの関係性が、健康行動

の継続を支えると感じていた。

　【社会資源が利用できないところを家族が担

う】ことは、先行研究においては言及されてい

なかった。感染症対策期間が長期化する場合に

は、対象者個人に生じた影響だけでなく、対象

者を支える家族への影響にも目を向けていく必

要がある。

２．保健師の活動に生じた影響

　保健師の活動に生じた影響として、保健師は、

対面で住民と会えないことにより、【踏み込んだ

話ができるまで関係を深められない】こと、心

境に添った支援ができないことで、【継続的な支

援、健康課題の改善が困難になる】ことを語っ

た。一方で、第2波までの調査では、保健師活

動において、住民との意思疎通には支障がある

ものの、住民との信頼関係構築にはあまり影響

がなかったとされている（笠原　他，2022）。以

上から、感染拡大防止策が長期化するに従い、

住民との信頼関係を深めにくいことや、継続支

援が難しくなるなどの変化が生じることが推察

される。物理的距離の確保はCOVID-19感染拡

大防止のためにやむを得ないが、動画を用いた

通信の活用など心理的距離を縮める工夫に目を

向ける必要があると考える。

　保健事業は年度単位で行われるものが多く、

保健師は年度の変わり目には、初対面の相手と

の信頼関係の構築や、これまでの関係の維持に

留意した丁寧な保健活動を行っている。感染拡

大防止策による事業の休止や制限が、年度末・

年度始めを挟んだことが、一層、支援者との関

係を希薄にした可能性がある。今後、感染拡大

防止策の時期が、年度を超えるか否かについて

も留意して対策を取る必要がある。

　COVID-19流行禍では、内容や回数を減らし

た保健事業の継続、重点事業のための事業の整

理（関山，2021）を重視する必要があり、保健

師は、必要な保健事業が実施できない困難さを

感じていた（笠原　他，2022）。保健師の活動が

制限される中では、顕在化する健康課題への活

動が優先されるが、一方で、多くの人々に向け

た予防活動が重大な健康課題の予防になること

も事実である。ポピュレーションアプローチに

も早期から目を向けることが健康課題の予防に

つながる。

３．平常時から充実すべき保健師の活動

　平常時から充実すべき保健師の活動として、

保健師は、住民とも関係機関とも顔が見える信

頼関係を築くことを重視していた。今後、求め

られる市町村の保健師の活動では、情報通信技

術の活用が重要となる（尾島　他，2021）。加え

て、有事の際にICTなどの新たな方法を効果的

に活用するためにも、日頃の活動において、相

手の生活や健康状態、支援に対する考え方が誤

解なく理解できる関係性を構築しておくことが

必要であると考える。

　さらに、地域づくりとしては、住民の生活の

一部となっている活動や、長期間継続している
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活動に目を向け、自主的な活動として活性化す

ることで、自助・互助を育てることが有事の際

に住民の健康を支えていくと考える。さらに保

健師たちは次世代育成の視点からも自助・互助

を考えており、将来、相手に関心を向けられる

人を育むという人づくりへの支援も保健活動と

して重要になる。

４．限界と展望

　本研究では、詳細な記述のため、1つの市を

取り上げた。今後、異なるコミュニティを対象

として研究参加者を広げるなどすることで、よ

り広い理解が可能である。またインタビューで

は、担当する業務を重視したため、参加者が2

名のグループがありグループダイナミクスに制

限を受けた可能性がある。
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2021年 第8週、2020.10.26 ～ 2021.2.28）、 第

4波（2021年第9週～ 24週、2021.3.1 ～ 6.20）、

第5波（2021年 第28週 ～ 38週、2021.7.12 ～

9.26）、第6波（2021年第51週～ 2022年第24

週、2021.12.20 ～ 2022.6.19）。
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